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Jayanta に よる 〈アー トマン直接知覚〉論批 判

佐 々 木 幸 貴

0.〈 ア ー トマ ン直接知覚〉論 とは 「アー トマ ン は く私 とい う観念〉(以 下 『私』)

の 対象 として直接知覚 され ている」 とい う主張 を意 味す る。周知 の通 り,Nyaya

学 派 のJayantaは,そ の主張を 「ウパ ヴ ァルシ ャ派 の人た ち」 と 「自派の.J部

の人 たち」の もの と して紹介 してお り1),そ れ はKumarilaがSV,励 で 言及す

るもの と同趣 旨であ る。 しか し,Jayantaが それ を否定 してい るこ とに つ い て

は,あ ま り注意が払われ ていない◎本稿 の 目的は,そ の否定論 のポ イン トを明 ら

かにす ることであ る。

1.stiT,励 にお いてKumarilaは,身 体や識は認識主体 で な い こ とを論証 し

た後,『 私』 の対象が身体 な どとは異 な るもの,す な わ ちアー トマ ンであ ること

を,以 下 の よ うに論 じる:【1】 『私』は錯誤では な い2)。 【2】「私 は知 る」 な どの

観念が あるか ら,『 私』 の対象は認識主体 であ る3)。 【3】「私 は 太 ってい る」 な ど

の ように 『私』 が身体な どを示 してい る場合 もあるが,こ れ は錯誤 であ る。 なぜ

なら,「 私 の…」(e.9.「 私 の身体」「私の腕」)と い う所有格表 現が見 られ るか らで

あ り,そ れ は 『私』 の対 象 と 「…」とに区別があ るこ とを意味す るか らであ る4)。

【4】「私の アー トマ ン」 とい う表現 も あ るが,こ れ は同一 のア ー トマ ンにおけ る

性質上 の区別が表現 され てい るのであ って,本 質的 な区別で は ない5)。 【5】従 っ

て,『 私』 の対象は身体 ではな く,ア ー トマ ンであ る。

2.以 上 の議論 に対 し,Jayantaは 「ど うし て認識 〔と い う行為〕 が同一 であ

るのに,ア.__.ト マ ンが主体(kartr)で あ りか つ客体(karman)で あ ろ うか?」6)

と述 べ てい る。 これが彼 の批判 の根拠 である。以 下 〈主客 同一 の矛盾 〉 と呼 ぶ。

〈主客 同一・の矛盾 〉はJayanta自 身 の発想 ではな く,:Kumarila自 身 も,SV,

snvに お いて仏教徒 の説を批判 す る際に用い てい る7)。 従 って 〈主客 同一 の矛盾〉

は両者 によ り同意 され てい ることか ら,Kumarila側 も 〈主客 同一 の矛盾〉 その

ものを否 定す ることはで きない8)。

ところが,:Kumarilaは,SV,snvk.68に お いて 「アー トマ ンは本質 的には

同一 であ って も性質上の区別を もってお り,『 私』 の対 象 と な っ てい るアー トマ
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ンは実体 としてのアー トマ ンであ り,認 識主体 た るア ー トマ ンでは ない」・)と述

べ,ア ー トマ ンには 〈主客 同一 の矛盾 〉がお こらない とす る。【4】の議論 もこの

SV,snvk.68に 基 づいてな されてい る。

しか しこの主張 は,【2】 と矛盾 し て は い な いだろ うか。【2】は,ア ー トマ ン

が認識 主体 として 『私』 の対象 とな ってい るこ とを意味す るの で は な い の か。

Jayantaい わ く,「 ア ー トマ ンが実体な ど として把捉 され て い るのであれば,認

識主体が把捉 され ている ことは未 だ証 明 され ていない」10)と。

SVの 注 釈 者Umve:kaは,そ の 矛盾 を回避 し う る議論 を行 って い る。彼は

「私 は壷 を知 る」 とい う知を と りあ げ,そ れ は実は 「壷 を認識 してい るアー トマ

ンを私は知 る」 とい う知 である とし,そ の場合 の認識 対象は 〈認識対象であ る壷

に限定 された認識主体〉で あ り,他 方 それ を認識 してい るのは,な ん ら限定条件

を もたない 〈純粋 なる認識主体〉 である とす る11)。 こ の よ うに考え れ ば,確 か

に,ア ー トマ ンが認識主体 として把捉 さ れ て い る こ とになる。 しか しJayanta

は,「 私 は壺 を知 る」 とい う知 はあ くまで壺に注意を向け て い る のであ り,決 し

て認識主体に注意を向けてい るわけでは ない と否定す る12)。

3.こ の よ うな議論 に よ り,Jayantaは,『 私』 の対象 は身体 である の が よい と

結 論す る13)。そ の場合 【3】 と 【4】とが問題にな る。 【3】に対 しては,Jayanta

は 「『私 のアー トマ ン』 とい う所有格 表現 もあ るでは ないか。」14)と反 論す る。 【4】

に対 しては,Jayantaは,こ の時点 ですでに(本 稿2で 述べた よ うに)ア ー・トマ

ンにおけ る性質上の区別を否定 して しまってい るが,な お かつ次 の よ うに批判 し

てい る:「 アー トマ ンに性 質上の区別を設定す るこ とによ り,「 私のア ー トマ ン」

とい う観 念の成 立を説明で きるのであれば,身 体 に もな ん ら か の 区別 を設定 し

て,「 私 の身体」 とい う観念 の成立 を説 明で きることにな る」15)と。

Jayanta自 身 は,「 私 のア ー一トマ ン」「私 の身体」 を共 に錯誤 であ るとす る。そ

の理 由は,前 者の場合ア ー トマ ン(=認 識主体)は 知覚 され な い か らであ り,後

者 の場合 身体にその よ うな区別はないか らであ る16)。そ して身体 な どとは異 なる

認識 主体の存在は推理に よって知 られ,そ の名が 「アー トマ ン」 である ことは証

言(agama)に よ り知 られ る17),と い う。

4.K:umarilaの 議 論 は,『 私』 の対象が アー・トマ ンであ る こ とを,論 理 的に証

明 した ものであ る。 またそ こでは,「 私は…であ る」 とい う同格表現 と 「私 の…」

とい う所有格表現 とが考察 され る。 しか しその 根底 に あ る の は 「アー トマ ンは

身体な ど と異 なるか否か」 とい う問題 である。 なぜ な ら彼 が論 争相 手 としてい る
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〈身体=ア ー トマン〉論者 も,【2】 を前提 とした上で,「 私は太っている」などの

観念があることを理由に,認 識主体は身体であると主張しているか らである18)。

しかしJayantaは 〈主客同一の矛盾〉により 【2】自体を否 定す る。従って,

Jayanta自 身は何 も述べてはいないが 〈身体=ア ー トマン〉論者 も 〈主客同一の

矛盾〉に陥ることになるだろう。一方,所 有格表現に関するKumarilaの 議論は,

一見 『私』の対象がアー トマンであることを示す根拠として行われるようだが
,

実際はその逆,す なわち 〈身体などアー トマン〉が論証され,【2】 を前提 として

初めて成立する議論といえる。従って 【2】が否定されると,本 稿3の ように,彼

の論法は 『私』の対象が身体である場合 もあてはまることになるのである。

略号 NM = Nyayamanjari (Mysore, vol. 2, 1983) ; S V = Slokavarttika (Varanasi,

1978), snv sunyavada; av=atmavada 

1) see NM p. 2687-8. 
2) see SV, av, k. 125cd; NM, p. 26914-15. 

3) see SV, av, k. 126; NM, p. 26813-'4. 

4) see S V, av. kk. 127-129; NM, p. 26912-14. 

5) see SV, av, kk. 130-131. 

6) see NM. p. 2706-7. 

7) see SV, snv, k. 64. 

8) see NM, p. 2708-9. 

9) see 9V, snv, k. 68; NM, p. 2702. 

10) see NM, p.270'3 

11) see Slokavartikavyakhydtatparyatika ad SV, snv, k. 70 (Madras, 1971, PP. 257-

 258) ; NM, p. 27016-p. 2711. 

12) see NM, p.27116. 

13) see NM. P. 2721-6

14) see NM, p. 2729-10. これは Kamalasira の Uddyotakara 批判を思い起させ る。

 cf. Tat tvasamgrahapanjika (Baroda, vol. 1 1984), p. 9024-27. 

15) see NM, p. 27211 -12. 

16) see NM, p. 27215-16. 

17) see NM, p. 2805-7. 

18) see Manameyodaya (Madras, 1975), p. 200; cf. SV, av, kk. 132-133ab.

〈キ ー ワー ド〉 ア ー トマ ン,私 とい う観 念,主 客 同 一 の矛 盾, Jayanta, Kumarila

(東北大学大学院)
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